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復活節第 7 主日  説教 「大きく手を伸ばして」 要旨  
                        牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2021 年 5 月 16 日  

マタイによる福音書 2:1～12

 先週の木曜日、主イエスが天に上げら
れたことを記念する昇天日を迎えまし
た。そして、この朝、復活節第七主日の
礼拝を守る私たちは、来週には、聖霊が
弟子たちの上に臨み、主の教会が地上に
立てられたことを記念するペンテコステ
の礼拝を共にすることになるわけです
が、主イエスが天に昇る様をじっと見つ
めていた弟子たちに向かって、白い服を
着た天使たちが語ったことが次の言葉で
ありました。「ガリラヤの人たち、なぜ
天を見上げているのか。あなた方から離
れて天に上げられたイエスは、天に行か
れるのをあなた方が見たのと同じ有様
で、またおいでになる」と、使徒言行録
1 章 11 節には、その時の弟子たちの様子
をこのように記すのですが、天使たちか
らそのように言葉をかけられたところ
に、昇天日から聖霊降臨の出来事までの
間の弟子たちの気持ちが表されているよ
うに思います。そこで、私たちは、で
は、この朝をどのような思いで迎えたの
でしょうか。そして、その私たちに今日
の御言葉は何を語りかけようとしている
のでしょうか。 
 教会暦に従いつつも、しばらくの間、
聖書日課を離れ、私たちはマタイによる
福音書を一から共に聞いていこうとして
いるわけですが、その私たちに与えられ
たこの日の御言葉は、例年ですと、降誕
節第一主日に聞いている御言葉です。そ
れが、この東方の三人の博士の話であり
ますが、それゆえ、真冬のかき氷のよう
に、どうしても季節外れの感が否めませ
ん。どうしてこの時に、と思わずにはい
られないからです。ですから、先ほど、
この朝をどのような思いで迎えたのか
と、また、今日の御言葉から何を聞いて
いけばいいのかと、こう皆さんにお尋ね
したばかりでもありますので、いささか
ちぐはぐな感じもいたします。それゆ
え、「東方の博士のように黄金、乳香、

没薬をイエス様に献げましょう。それが
私たちの信仰です」と皆さんに申し上げ
るのは、いささか強引なようにも思うの
です。なぜなら、天に昇るイエス様をじ
っと見つめ、それゆえ、日曜日の朝、そ
の気持ちを引きずったままを迎えること
になったのがイエス様の弟子たちである
からです。ですから、その弟子たちが今
日の御言葉に聞いたとするなら、きっ
と、献げものをしたくても、どこにおけ
ばいいのか分からない、その時の弟子た
ちの気持ちはそんな気持ちであったので
はないかと思います。まただから、弟子
たちは、心を合わせて熱心に祈った、つ
まり、祈らざるを得なかったのがその時
の弟子たちであったということです。 
 けれども、そういうところでの一致
は、いささか心許ないようにも思うので
す。大きな課題が共有できている間はい
いのですが、問題が解決したり、また、
解決を見ないときにはどうなってしまう
のかと思うからです。そして、人のする
ところには往々にしてそういうところが
あり、ですから、そうなってしまうと、
人は安心して祈らなくなるか、あるい
は、信仰どころではなくなってしまう
か、いずれにせよ、その時の安心も、そ
して、不安や恐れも、御言葉が私たちに
伝え、また求めるところではありませ
ん。ですから、そういう意味では、やは
り、東方の三人の博士の振る舞いからは
学ぶところは大きいようにも思うので
す。ただし、そこで私たちが何を学ぶべ
きかは、三人の博士だけを見ているだけ
では少しわかりにくいようにも思いま
す。なぜなら、私たちはどうしても三人
の博士のように、それをするとかしない
とか、というところから、この物語を見
てしまうからです。ですから、そうなる
と、結局は、先ほど申し上げた安心と不
安を行ったり来たりするだけになってし
まいます。できる場合もあればできない
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場合もあるし、また、したいこともあれ
ばしたくないこともあるからです。けれ
ども、御言葉が私たちに伝える信仰とは
そういうものではありません。極端な
話、底が抜けても笑っていられる、御言
葉が私たちに語る信仰とはそういう信仰
であるからです。 
 そこで、今日私たちに与えられている
御言葉を見て参りますと、そこで何が見
えてくるのか、先ず言えることは、この
物語の中心は三人の博士でもなく、もち
ろん、ヘロデでも、エルサレムの人たち
でもない、11 節に「家に入ってみると、
幼子は母マリアと共におられた」とある
ように、物語の中心は、幼子イエスであ
るということです。それゆえ、ここに記
されていることは分かりやすいと言える
のでしょう。しかも、ルターがこの三人
の博士がイエス様に献げた黄金、乳香、
没薬を、信仰、希望、愛に置き換えて説
明しているわけですからなおのことだと
思います。それゆえ、三人の博士の振る
舞いは、信仰者の一つの雛形だとも言え
るのでしょう。つまり、お手本のような
ものであるということです。ですから、
クリスマスには、私たちは、毎回、この
お手本に聞いているわけですから、さぞ
やこのお手本が身についているだろう
と、人はそう思うことでしょう。ところ
が、それが身についたとの実感について
は少々心許ないところがあります。また
だから、繰り返し、聞いていく必要があ
るのでしょうが、けれども繰り返す内に
だんだん慣れてしまっているところはな
いでしょうか。ただ、信仰が人間の営み
である以上、この慣れの問題はどうして
も否定することはできません。では、慣
れずに、いつも新鮮な気持ちでいつも御
言葉に聞いていくためにはどうすればい
いのでしょうか。三人の博士の姿は、実
は、そういう意味で大切なことを私たち
に教えてくれているのです。 
 ところで、太陽はどっちから上るもの
なのでしょうか。答えは東から、という
ことですが、このことはつまり、主の復
活は東から起こるということです。それ
ゆえ、古い教会の礼拝堂の正面は東を向
いていることが多いのですが、ところ

が、三人の博士がやって来た方向は、イ
エス様を礼拝すべき方向からすれば、正
反対の方向であったということです。こ
のことはつまり、既成概念、固定観念に
縛られることなく自由に振る舞っている
のがこの三人の博士たちであるというこ
とです。では、それに対して、ヘロデは
じめ、エルサレムの人々はどうであった
のか。既得権、既成概念に縛られていた
ため、イエス様の誕生を自らの立場を脅
かすものと考えてしまったわけです。従
って、イエス様の誕生を巡っての三者三
様の振る舞いは、既成概念の内側に止ま
るのか、それとも、その外に向かうもの
なのか、この違いによるものでもありま
すが、ただし、この違いは、内側に籠も
るか、それとも外に飛び出すかだけに止
まるものではありません。三人の博士が
向かった先は、既成概念の外であります
が、博士らがひれ伏し、黄金、乳香、没
薬を献げたお方の偉大さが分かるには、
将来を待たねばなりませんでした。その
お方はきらびやかな王宮を住まいとする
方ではなく、若い貧しい夫婦の間に生ま
れた方であったからです。 
 このように、本来向かうべき方向では
なく向きを変え、それも、大きなもので
はなく、小さいものを目指して進んでい
ったのが三人の博士たちでありました。
従って、クリスマスにこの物語が取り上
げられるのは、単にイエス様が生まれた
かどうかということだけが重要であるか
らではありません。この向きを変えたと
いうところに、私たちにとっての大きな
意味があり、そして、それは、御言葉が
イエス様という良き訪れを語る上で「時
は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて
福音を信じなさい」と語るように、福音
を信じるためには、方向転換を意味する
悔い改めが欠かすことのできないものだ
からです。それゆえ、悔い改めによって
始まり、悔い改めに終始するものが私た
ちの信仰であると言えるのですが、従っ
て、三人の博士のしたことの意味は、そ
の大胆な行動と献げものの大きさではあ
りません。その中心にあるのは、その悔
い改めがそのように彼らをしてそう振る
舞わせたということです。けれども、ヘ
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ロデはじめ、エルサレムの人々は違いま
した。自分たちのやって来たこと、考え
ていることに囚われ、向かうべきところ
に向かうどころか、それ自体をなかった
ことにしようとしたのです。御言葉は彼
らのその罪をここで明らかにするわけで
すが、その罪とはつまり、神様の御心に
背を向けたということです。それゆえ、
そうならないためにも、私たちは一生懸
命悔い改めなければならないのでしょう
が、確かに、私たちが日々の生活に胡座
をかいたり、無精するようでは、悔い改
めの果実が、自分事として身に備わるこ
とはありません。それゆえ、そういうと
ころには、生き生きとした信仰生活も、
信仰の喜びも、まったく期待できないこ
とにもなるのでしょう。けれども、悔い
改めに励む、一生懸命に悔い改めるとい
うのは、その意図するところは分かるの
ですが、御言葉はそもそものところで私
たちにそれを望んでいるのでしょうか。
ここでの三者三様のあり方を見ている
と、確かにそんな気にもなるのですが、
本当にそうなのでしょうか。 
 悔い改めという言葉は、辞書にもある
ように日本語として定着し、その意味
は、自ら犯した過ちを反省し、心を入れ
替えるということです。つまり、後悔と
反省、それが自分自身を変える切っ掛け
になるということですが、けれども、御
言葉が私たちに語る悔い改めは、変わる
べき契機を自分自身の中には求めませ
ん。そういう意味で、キリスト教用語で
もあるこの悔い改めという言葉は未だ熟
し切れていないと言えるのでしょう。で
は、この悔い改めという言葉を自分自身
で咀嚼し、よく練った言葉として用いる
ためにはどうしたらいいのか。悔い改め
というとき、そこには確かに後悔と反省
が伴うものでもありますが、悔い改めと
は、聖書においては、方向転換するとい
うことです。つまり、自分のすべてを神
様の方に向けるということです。ですか
ら、それは、自ずと生活全般が変えられ
ることにもなるのですが、それも、断捨
離をするかのように、自分で何かを変え
る変えないということではありません。
そういう、心を入れ替えるだけの部分的

なものではなくて、身も心も、自分のす
べてを神様の方にむき直す、悔い改めと
いうのはそういうものでもあるのです。
ですから、そういう意味で、三人の博士
たちの振る舞いは、大きく方向転換をし
たと、そのように言えるのですが、それ
ゆえ、そこに私たちが見習うべきもの、
学ぶべきことが現されていると言えるの
です。ところで、そこでよく考えていた
だきたいのですが、このような大きなこ
とを、私たちが果たして自分の努力によ
って本当に身につけることができるので
しょうか。 
 福音を信じることの前提として悔い改
めは語られているのですが、そのため、
私たちは悔い改めをあたかも信仰の条件
のように考えてしまうのです。しかし、
それには前提があるわけです。それが
「時は満ち、神の国は近づいた」という
ことです。つまりは、この三人の博士の
物語は、この「時は満ち、神の国は近づ
いた」ことを私たちに伝えてくれている
ということです。まただから、三人の博
士たちは方向転換をして、既成概念の外
に向かって、大胆に進むことにもなった
わけですが、ただし、そこで忘れてはな
らないことがあります。それが彼らの振
る舞いの前提となっている「時は満ち、
神の国は近づいた」というこの事実であ
るわけですが、そこで、この「時は満
ち、神の国は近づいた」ということを別
の言い方をするとどういうことになるの
でしょうか。それは、難しい話ではあり
ません。私たちが向きを変える変えない
という以前に、神様の方が私たちの方に
向きを変えてくださって、私たちを迎え
るために御子を、神様に背を向ける私た
ちの許にお遣わしくださったということ
です。つまり、先ずこのことに気がつ
き、素直に向きを変えたのが三人の博士
たちであり、ヘロデはじめ、エルサレム
の人々はそうではなかったということで
す。従って、そういう意味では、悔い改
めも、私たちの信仰も、私たち自身の努
力の賜物などではなくて、神様からのプ
レゼント、恵みということです。 
 そして、そのことに加えて、私たちが
心に留めるべきことがもう一つありま
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す。それは、このイエス様の誕生によっ
て変わったものは、人間だけではなく、
この世界がイエス様の誕生によって変わ
ったということです。なぜなら、先ほど
も申しましたように、私たちが心を入れ
替えたから、だから、神様が私たちの方
を向いてくださったわけではないからで
す。神様が私たちと私たちの生きるこの
世界に向き合ってくださったから、だか
らこそ、この神様の方に私たちはその姿
勢を正すことができるのです。ですか
ら、三人の博士とヘロデはじめエルサレ
ムの人々との違いは、行動の違いではな
く、それぞれの世界の捉え方の違いであ
るということです。そして、この違いを
お伝えしたく、説教題を「大きく手を伸
ばして」としたわけですが、それは、今
日が主の昇天日の後の主日であるからで
す。つまり、世界の歴史が神様によって
大きく方向転換することになった今、私
たちはどこに向かって大きく手を伸ばせ
ばいいのかということです。大きく手を
伸ばすというと、普通に考えれば、天に
向かって飛び上がらんばかりに、何かを
つかもうとすることでもあるのでしょう
が、では、このことと、財産や地位や名
誉を求めることと、一体何が違うという
のでしょうか。つまり、天を仰ぎ、そこ
から何か落ちてくるのを待つのが悔い改
めるということであり、それを信じて待
ち続けることが私たちの信仰なのか、と
いうことです。もちろん、そうではな
い、ならば、そうでないならどうなの
か。 
 世界が変わったということは、その中
に生きるすべての者が変えられたという
ことです。それゆえ、その中には、三人
の博士だけでなく、ヘロデもエルサレム
の人々も、そして、私たちも、すべてが
この変わった中を生きているということ
です。ただし、すべての者がそれに気が
ついているわけではありません。ヘロデ
がイエス様の誕生を理解しながらも、な
お、神様の方に向かうことができなかっ
たように、ヘロデが非情な振る舞いを平
然とやってのけたのはそれゆえのことで
ありました。では、私たちはどうでしょ
うか。もちろん、ヘロデのような非情な

振る舞いをすることはありません。けれ
ども、完全に、正しく、神様の方を向い
ていると、神様の方だけを見ていると、
果たしてどれほどの人が胸を張って言葉
にすることができるのでしょう。そし
て、その中の一人が私でもありますが、
では、それはどうしてなのか。一つに
は、悔い改めが足りないからとも言える
のですが、けれども、先ほども申しまし
たように、悔い改めとは、一生懸命する
ものではありません。神様ご自身が私た
ちに近づいたということはつまり、世界
は、神様から決して遠いものではなく、
すでに近くにあり、つまりは、心を入れ
替える入れ替えない以前に、自分が今神
様から近いところに生きている、置かれ
ているということです。ですから、それ
が分かれば、私たちの目はどこに向かう
のか、つまり、それが悔い改めというこ
とです。 
 しかし、悔い改めは、近くにいます神
様に目が開かれるゆえに己の罪を知りる
ことでもあります。それゆえ、少々痛い
思いをすることにもなるのですが、けれ
ども、その私たちと神様は共にいてくだ
さっているわけです。この神様への気づ
きはそのままでは終わらない、そこには
当然喜びと感謝が生じることになるので
す。従って、悔い改めとはつまり、私た
ちの心を暗く沈ませるものではなく、神
様の恵みを受けて日々生きることへの気
づきが与えられることであり、その気づ
きこそが、目の前にあるイエス様である
ということです。ですから、その私たち
の日々暮らしを維持するに必要なこと
は、私たちがぴょんぴょん跳び上がっ
て、その手で抱えきれない何かを抱え込
むことではありません。自分置かれてい
るところに共にいますイエス様を見つめ
ながら、日々歩むということであり、そ
こに喜びと平安があるということです。
まただから、三人の博士たちは守られ、
来た道を帰って行くことができたわけで
す。祈りましょう。 


